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では、5週から腺房導管異形成(Acinar to ductal metaplasia:ADM)が認められた。 








 また、マウス生後 5週の Nrdc-cKO膵では、アポトーシス細胞の著明な増加がみとめら
れると同時に、細胞増殖マーカー陽性細胞の有意な増加も認められたことから、アポトー
シスの著明な亢進により、代償的に細胞増殖も亢進していることが示唆された。 
さらに、膵腫瘍形成における Nrdc の役割を検討する目的で、Kras を活性化させる
KrasG12D変異アレルを用いて、Ptf1a-Cre ; KrasG12D ; Nrdc(flox/flox) マウスを作成
し、解析した。その結果、Kras 活性化において、Nrdc-cKO マウスではコントロールマウ


























  したがって、本論文は博士（ 医 学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 31年 2月 22日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
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